
平

成

二

十

九

年

度

前

期

選

抜

学

力

検

査

国

語

（
十
時
～
十
時
四
十
五
分
、
四
十
五
分
間
）

問

題

用

紙

一
、
「
開
始
」
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
答
え
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。

三
、
問
題
は
、

か
ら

ま
で
で
、
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
問
題
用
紙
の
ほ
か
に
別
紙
が
あ
り
ま
す
。

四
、
「
開
始
」
の
合
図
で
、
解
答
用
紙
の
決
め
ら
れ
た
欄
に
受
検
番
号
を
書
き
な
さ
い
。

五
、
問
題
を
読
む
と
き
、
声
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

六
、
「
終
了
」
の
合
図
で
、
す
ぐ
に
筆
記
用
具
を
置
き
な
さ
い
。

注 意
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次
の
㈠
～
㈦
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
十
九
点
）

㈠

次
の
①
～
⑥
の
文
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
、
漢
字
は
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
、
ひ
ら
が
な
は
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

①

世
界
一
の
技
術
を
誇
る
。

②

矢
が
板
を
貫
く
。

③

言
葉
に
抑
揚
を
つ
け
る
。

④

図
書
館
で
本
を
か
り
る
。

⑤

虫
は
し
そ
ん
を
残
す
た
め
に
産
卵
す
る
。

⑥

庭
に
じ

り
を
敷
き
つ
め
る
。

㈡

次
の
①
、
②
の
文
の
傍
線
部
分
と
用
法
・
は
た
ら
き
が
同
じ
も
の
は
ど
れ
か
、
あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を

書
き
な
さ
い
。

ア
、
教
わ
っ
た
よ
う
に
や
っ
て
み
る
。

イ
、
友
情
に
勝
る
宝
は
な
い
。

①

物
を
大
切
に
し
よ
う
。

ウ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

エ
、
最
後
ま
で
懸
命
に
走
る
。

ア
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
。

イ
、
今
度
勝
つ
と
優
勝
だ
。

②

春
に
な
る
と
雪
が
と
け
る
。

ウ
、
「
は
い
。
」
と
元
気
に
答
え
る
。

エ
、
姉
と
買
い
物
に
出
か
け
る
。

㈢

敬
語
を
、
尊
敬
語
、
謙
譲
語
、
丁
寧
語
の
三
種
類
に
分
類
し
た
と
き
、
次
の
①
、
②
の
文
の
傍
線
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
敬
語
は
、
三
種
類
の
敬
語
の
う
ち
、
ど

れ
に
当
た
る
か
、
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

①

先
生
か
ら
の
手
紙
を
拝
見
す
る
。

②

先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
す
る
。

ア
、
尊
敬
語

イ
、
謙
譲
語

ウ
、
丁
寧
語

㈣

次
の
①
、
②
の
文
の
傍
線
部
分
が
慣
用
句
と
な
る
よ
う
に
、

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
あ
と
の
ア
～
カ
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、

そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

①

思
い
が
け
な
い
言
葉
に
、
は
っ
と

を
つ
か
れ
た
。

②

努
力
の
結
果
、
優
勝
候
補
と

を
並
べ
る
実
力
を
つ
け
た
。

ア
、
耳

イ
、
目

ウ
、
肩

エ
、
腕

オ
、
胸

カ
、
足

や
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㈤

次
の
古
文
の
傍
線
部
分
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

内
外
な
る
人
の
心
ど
も
、
物
に
お
そ
は
る
る
や
う
に
て
、
あ
ひ
戦
は
む
心
も
な
か
り
け
り
。

（
「
竹
取
物
語
」
に
よ
る
。
）

う
ち

と

た
た
か

㈥

次
の
漢
文
の
書
き
下
し
文
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
、
あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

思

君

不

見

下

渝

州

（
李
白
「
峨
眉
山
月
の
歌
」
に
よ
る
。
）

ず

ゆ

し
う

り

は
く

が

び

さ
ん
げ
つ

（
注
）
渝
州

現
在
の
四
川

省

重

慶
付
近
。

ゆ

し
う

し

せ
ん
し
ょ
う
じ
ゅ
う
け
い

ア
、
君
を
思
へ
ど
も
渝
州
に
見
え
ず
下
る

イ
、
渝
州
に
君
を
思
へ
ど
も
見
え
ず
下
る

ウ
、
君
を
思
へ
ど
も
見
え
ず
渝
州
に
下
る

エ
、
渝
州
に
見
え
ず
下
る
君
を
思
へ
ど
も

㈦

次
の
俳
句
と
【
鑑
賞
文
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
①
～
③
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
鑑
賞
文
】

①

こ
の
俳
句
で
用
い
ら
れ
て
い
る
切
れ
字
を
、
俳
句
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

②

こ
の
俳
句
の
傍
線
部
分
「
文
」
と
あ
る
が
、
こ
の
俳
句
で
「
文
」
は
何
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
、
【
鑑
賞
文
】
の
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

ふ
み

③

【
鑑
賞
文
】
の
中
に
二
重
傍
線
部
分
「
そ
の
雨
が
時
雨
だ
と
い
う
こ
と
は
、
な
お
趣
を
深
く
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
【
鑑
賞
文
】
の
作
者
が
述
べ
て
い
る
、
な

お
趣
を
深
く
し
て
い
る
時
雨
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
【
鑑
賞
文
】
の
中
か
ら
十
字
以
上
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。
（
句
読
点
も
一
字
に
数

え
る
。
）

（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
）
↓

ヘ
ド
モ

ヲ

エ

ニ

二

レ

一

レ

ル

（
注
）

（
俳
句
）

（
鑑
賞
文
）
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別
紙
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
十
九
点
）

㈠

傍
線
部
分
⑴
「
心
の
琴
線
に
触
れ
」
と
あ
る
が
、
「
心
の
琴
線
に
触
れ
る
」
と
い
う
慣
用
句
の
意
味
と
し
て
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
、
誤
解
を
招
い
て
し
ま
う
。

イ
、
怒
り
を
買
っ
て
し
ま
う
。

ウ
、
精
神
の
集
中
を
促
す
。

エ
、
感
動
や
共
感
を
与
え
る
。

㈡

傍
線
部
分
⑵
「
当
た
り
前
の
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
部
分
を
文
節
に
分
け
る
と
ど
う
な
る
か
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ

選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
、
当
た
り
前
の
こ
と
ば
か
り
／
言
っ
て
い
る

イ
、
当
た
り
前
の
／
こ
と
ば
か
り
／
言
っ
て
い
る

ウ
、
当
た
り
前
の
／
こ
と
ば
か
り
／
言
っ
て
／
い
る

エ
、
当
た
り
前
の
／
こ
と
／
ば
か
り
／
言
っ
て
／
い
る

㈢

傍
線
部
分
⑶
「
文
脈
」
と
熟
語
の
構
成
が
同
じ
も
の
は
ど
れ
か
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
、
往
復

イ
、
珠
玉

ウ
、
登
山

エ
、
水
路

オ
、
日
没

㈣

傍
線
部
分
⑷
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
の
王
道
」
と
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
の
王
道
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に
す
る
こ

と
か
、
本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
上
五
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
。
）

㈤

傍
線
部
分
⑸
「
自
分
自
身
と
対
話
す
る
構
造
を
対
話
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
あ
る
が
、
自
分
自
身
と
対
話
す
る
構
造
を
対
話
に
組
み
込
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
相
手
と
の
会
話
の
中
で
試
み
る
手
段
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
二
十
字
以
上
三
十
字
以
内
で
書
き
な

さ
い
。
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
。
）
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㈥

傍
線
部
分
⑹
「
よ
く
」
の
品
詞
は
ど
れ
か
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
、
副
詞

イ
、
形
容
動
詞

ウ
、
形
容
詞

エ
、
連
体
詞

㈦

文
中
の

に
は
、
「
浅
い
会
話
」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
言
葉
が
入
る
。

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
か
ら
四
字
で
抜
き
出
し
て
書
き
な

さ
い
。

㈧

傍
線
部
分
⑺
「
そ
う
し
た
人
も
自
分
自
身
の
経
験
に
深
く
入
っ
て
い
く
」
と
あ
る
が
、
「
そ
う
し
た
人
」
も
自
分
自
身
の
経
験
に
深
く
入
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
の

は
な
ぜ
か
、
「
そ
う
し
た
人
」
は
ど
の
よ
う
な
人
か
を
明
ら
か
に
し
て
、
本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
六
十
五
字
以
上
七
十
五
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。
（
句
読
点
も

一
字
に
数
え
る
。
）

（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
）
↓
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中
学
生
の
こ
う
た
さ
ん
は
、
「
国
際
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
調
べ
た
こ
と
を
学
級
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
、
次
の
【
発
表
原
稿
】
、
【
資
料
Ａ
】
、
【
資
料
Ｂ
】
を
作

成
し
た
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
十
二
点
）

順位 国名

各国を訪れた外国人旅行者の数の
上位５か国と日本との比較
（2015年）

外国人
旅行者の数

1 フランス 8,445万人

2 アメリカ 7,751万人

3 スペイン 6,822万人

4 中国 5,689万人

5 イタリア 5,073万人

16 日本 1,974万人

… ……

（観光庁Webページから作成。）

…… …

（観光庁Webページから作成。）

日本を訪れた外国人旅行者の ①

二
〇
一
六
年
に
三
重
県
で
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
私
は
、
駅
や
観
光
地
な
ど
で
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
持
っ
た
外
国
人
旅
行
者
の
姿
を
何
度
か
見
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
、

外
国
人
旅
行
者
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
日
本
を
訪
れ
た

外
国
人
旅
行
者
の
数
は
、
近
年
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
二

つ
目
は
、
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
数
は
、
他
の
国
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
数
と

比
べ
て
、
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
日
本
で
は
、
多
く
の
外
国
人

旅
行
者
を
迎
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
【
資
料
Ａ
】
は
、
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
数
の
推
移
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す
。
二
〇
一
一
年
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
数
は
、
年
間
六
百
二
十
二
万
人
で
し
た
。

政
府
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
数
を
増
や
す
た
め
に
国
外
で
の
広
報
活
動
を
行
い
、
国
内
で
の

環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
数
は
、
年
間

千
九
百
七
十
四
万
人
に
な
り
ま
し
た
。
政
府
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

開
催
す
る
二
〇
二
〇
年
に
は
、
年
間
四
千
万
人
に
到
達
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

次
に
、
【
資
料
Ｂ
】
は
、
二
〇
一
五
年
に
各
国
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
数
を
、
上
位
五
か

国
と
日
本
と
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。
外
国
人
旅
行
者
の
数
が
最
も
多
い
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
、

次
い
で
ア
メ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行

者
の
数
は
世
界
で
十
六
位
で
、
上
位
五
か
国
に
は
、
ま
だ
ま
だ
及
ば
な
い
状
況
で
す
。
政
府
は
、

さ
ら
に
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
を
迎
え
る
た
め
に
、
環
境
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
や
観
光
地
な
ど
で
、
い
く
つ
か
の
言
語
に
よ
り
案
内
表
示
を
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
他
に
も
、
宿
泊
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
や
、
観
光
ル
ー
ト
を

創
設
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
の
数
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
私
も
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
、
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
資
料
Ａ
】

【
資
料
Ｂ
】

【
発
表
原
稿
】
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㈠

【
資
料
Ａ
】
の
中
の

①

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
【
発
表
原
稿
】
の
中
か
ら
四
字
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

㈡

こ
う
た
さ
ん
は
、
【
資
料
Ｂ
】
で
二
〇
一
五
年
に
各
国
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
数
を
、
上
位
五
か
国
と
日
本
と
で
比
較
し
た
う
え
で
、
二
○
二
○
年
の
目
標
に
向

け
て
、
さ
ら
に
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
を
迎
え
る
た
め
に
、
政
府
が
す
す
め
て
い
る
環
境
整
備
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
か
、
【
発
表
原
稿
】
の
中
か

ら
三
つ
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

㈢

【
発
表
原
稿
】
の
中
に
二
重
傍
線
部
分
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
、
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
、
あ
と
の
〔
作
文
の
注
意
〕
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

〔
作
文
の
注
意
〕

①

題
名
は
書
か
ず
に
本
文
か
ら
書
き
出
し
な
さ
い
。

②

あ
な
た
の
考
え
と
、
そ
の
根
拠
を
明
確
に
し
て
書
き
な
さ
い
。

③

あ
な
た
の
考
え
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

④

原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
し
た
が
い
、
全
体
を
三
百
字
以
上
四
百
字
以
内
に
ま
と
め
な
さ
い
。

お
わ
り


